
輸入外材の構造 (No・ 1)

組織研究室(1)

クラパク材の構造

木口面

板目函 x 50 

1.一般

1 1 )名科、

市場名:クラパク (Krabak I 

学名 Anisoptem spp. 

( 2 ，概"見

タイの木材，n場でクラノくクと L 、う名柄、で取り扱

われてし、る木材(土，て羽柿H 1 Dipterocarpaceae) 

の Anisoptera 属の幾何かを包合している ニ」

に"己 E紋した資料の供試材*はその中の 1 隔である

が，その厳後なさず名(主L 、まだ l リ J らかでない Ani 

soptera 1，喝の樹材としては， lt,I;.'i 14'のノミロサビス

(Palosapis ,: (A. th附 ifera BLlJME) ~メノレサワ
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(Mersawa に(マレ一昨)ーニハンギラン(Pange 

rangl , パソエン (Basoen 1: (ボノレネオ作)やヒ

ノレマ厳;のチンカドー ( Thinkadu I ( A. glabra 

x 50 KURZ.) なとが有名であるし また， 近年カンボジ

柾同商 x 50 

ネ 合板製造試験に供した材(林業試験場研究報告 No. 126, p. 125"'-'131; Nov. 1960) 
(1) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊伸
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ヤから輸入されたプディーク (Phdiek) も t記ヒ、ノレマ段のチンカドーと同一学名のあてられている呉名の

ものである。

クラパクはタイの令:とにわたって広く分布しており，その都府[も比較的多いようであるハ[i"iJ 同ではコン

クリートの型板，ボートのオーノレ，包装箱，プラッシの背阪などとして利用されているつ

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材c 辺心材の区 7)IJはおおむね明りょう士辺材は!字さ中凶作(J 4 cm) で褐色を帯びた tr{色コ心材は紅

褐色を市びた黄色で，車 1:溺色のしま日 (Anisoptera 属の特徴とみなされる)がある。年'!\'Íij状に羽|列する樹

脂溝線はず~I土i色で，その間隔は 5~50 問問。木理通|白 IJJl 日は曲目。材質やや!丞硬ぐ気乾比重 o. 64~ 割裂

しやすいコ辺材は汗変i持に侵されやすいご

(2) 顕微鋭的桝造

a) 構成要素の'，'fIJ tT

導管 34. 71.'弘木繊維(仮導併を含む) 29.81，96'，木系組織 6.38 ，96，射廿l線 25.68 0'; ， 樹脂泌 3.4296' 0

b) 導管

ほぼ均等に散布， 1 mm2 における分布数 6~9 11<'，1 ，単独あるいは，ときとして 2 f[i，jおおむね透心}jl白j に接

続して配列。単独tj弘常'i土広精ドJ)惨ないし円形，透心)jIÎ'J の i直径lOO~300 /"，切線方向の山従lOO~250μ ，

膜厚 2~3μ，泡沫状のタイローズをもっc 導管節の長さ 250~600 人穿孔板はわずかに傾斜するかまたは

水平，単一穿孔。 IJ知立の紋イしは不規 fllJ な交互状配ヂ1]， [Jf! 11 は平たい山レンズ状，その長{告は 5~18μ ， J_fi 

径は 2~4μ。木柔細胞に接する膜面には直径 15~20μ の円形または広精円形の大きな ìF紋孔がある。

c) 仮導管

繊維状仮導管として，おおむね導r前=の周辺に木柔組織と接続して存在するか，またはこれと似在する。

細胞直径 30~60μ，長さ 530~1， 460μ，膜厚 2~3μ。

d) 木繊維

材の基礎組織を構成 憐断而の形状は多角形で、 I}、l院は小さいっ l !ll i釜 20~30μ，膜厚 6~9μ，長さ 1.290~

2 ， 075~2 ， 550μ。

e) 木柔組織

周囲状，切線状，散1'1二状に配列。管周木柔組織は多くは 1~3 細胞層， ときとして切縦方 IÎiJ に伸びて配

列し，全体として不整なl恨筒状をなすものもある。これらの 'C!~I にはときどき繊維状仮導:p，\;をまじえる。溝

周木柔組織は， 1 f[ ， \j ときとして 2 f聞の垂直樹脂潟を川み，多くは 2 つの射 II~J線聞を満たして 2~10 細胞層

をなして配列，その外郭線はほぼ切線方向に長い1;ji)[手あるいは不整な眼寓状をなす。切線状イミ柔組織はお

おむね l 細胞層で短し、。散在;伏木柔組織は単独または若干個集まって不倒JliJに倣イ15する。横断面における

木柔細胞の1惨状は，矩形に近いか不規則な多角形。直径 20~35μ， IJ切手 1~1. 5μ，長さ 70~250μご

f) 射 1 1'，線

単列または 2~7 細胞幅の多列。単列身.IU:線は 1~20 細胞高。多子1]身.tl l'，ィ加工 13~120 細胞高，長さで

450~3 ， 300μ，両端部および周辺部に大形の細胞が多L、。異性。細胞の内燃に樹fli'i様物質の粒塊を含む。

g) 樹脂溝

単独または 2~数個切線方|可に近接して配列。すなわち，単独と tTIい円以状の1;)\ 列型 n しかし，ときと

して長い円弧状排列型のものも川現する。いずれも周囲を木柔組織によって閉まれている。樹脂溝の直径

は 50~120μ，内股に白色のロウ状物質を含む。



輸入外材の構造 (No. 2) 

組織研究室(1)

ヤン材の構造

阪f'1 面 x 50 

1.一般

( 1 )名柄、

市場名ヤン (Yang)

学名 Dipterocarpus spp 

( 2 )慨説

タイの木材 ili場におし、てヤンという名称で~ii.り

披われている木材は，単に 1 Hfの樹材に阪られて

いるもので(主なレ ヤンはクラパクと同様に，二

羽柄li科 (Dipterocarpaceae) の Dかlerocarpus 属

の幾種かの代表名として慣月l されているものであ

る 文献引によれば“Yang" には Dipterocarpus

alatus , D. turbinatus , D. pilosus, D. Kerii , D. 

grandifl町出 ， D. costatus , D. dyeri の 7 税が~合

されており，市場的にはこれらを区別する価f仇は

なし、とされている、

ヤンはタイの主要樹種の 1 つで全土のfri;緑樹林

面 x 50 

*1 SUVARNASUDDH , Khid: Some Commercial Timbers of Thailand , Royal Forest Department 
Tailand , (1950) p. 24. 

(1) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊伸
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に広く分布しており，諮4t1 ももっとも多い樹種に属する c さらに 1-.記 7 附の学名から倹討されるように，

ビノレマ，マレー，ボノレネオ，比島などかなり広い地域に分イIÎ し，アピトンのごときょく知られた樹険も含

まれているわけである。 ヤンは，一般家屋の建築材(はり・柱・たる木・床阪・薄似 J ， 包装桁，セメン

トたるなどとして)!I\，、られている。

この記載の供試材料が 1:記のし、ずれの樹障に該当するか，厳正にはいまだ|明らかでない。しかし，それ

らの樹材は肉眼(I')には杵|瓦に円;ii似していても，解;'iIJ学i'1'}性質においてはかなり相違点のみられる樹僚が含

まれていることを指摘しておきたいc

2. 木材の構造

( 1 ) 肉眼i'i'}構造

散.fL材。辺心材の区日IJは lリJ らかc 辺材は幅約 3c削で1 1ìi"-tN..褐色，心材は赤褐色。基礎組織に年輸状の粗

密の差呉が認められる ときとして樹脂分を浸出する 交鈴木県。肌|二|は疎。材質やや 1:川弘気乾比重

0.780 腐朽しやすい条件下ではl肘桁性は小さい

(2 ) 顕微鋭的構造

a) 構成要素の;則合

導管 26.67 06 ， 木繊維(似i削?を含む) 37.04弘木栄飢餓 8.04 ，Q6 ， 身、j 仕'，*泉 24.72J6 ， 樹IJ fJìNi 3.53 ，96 。

b) 導管

ほぼ均等に散布， 1 附削ωヨに;才おIお占ける分イ布H数 4~8 fi，'ιi 

斜方方宇向に接続して門配己げ子列|リIJ. ì単詳到独l導儒符，は Iド川IすJ)形拶ないし広桁 1"-円上可J}形杉で， 透，心心 jガilげ什f九句'J の直f後毛 6印0~3お30μん， 切線 )j引|仏向h句j の l直直 f径至

50~300μ ， 1膜l民英厚 1し.5~2μ，タイローズをもっ、導竹節の長さ 220~630μ，穿孔阪はわずかに傾斜，単一

穿孔。膜壁の紋孔は不N HlJな交互状排列，関 Il は平たい凸レンズ状または幅のある線状，そのほは長径で

4~10μ，短径で 1.5~3μ ， 本柔和1胞と接する面には付刊IJ大きい短紋孔を有する， 円形または広桁円形で、

直径 15~20μ二

c) {反道tf

繊維状仮導管として導作の周辺あるいは基礎組織'1-' にけ\ JJ[するJnî者は管)司木柔組織に楼統するかまた

はこれと混在する 調11胞の凶作 25~40μ ， 11莫厚 3~5μ，長さ 300~1， 230μ。

d) 木繊維

材の基礎組織を構成 J 横断面における形状は丸味をおびた多戸1/惨で内 Il空は小さく厚11英， 1郎官 15~35μ ，

膜厚 5~11μ，長さ 1 ， 260~1 ， 820~2 ， 580 ム

e) 木柔組織

周囲状，切線状， 11)(千t'状に配列c 管周木柔組織は多くは 1~4 調 11)泡層をなし，ときとして繊維状仮導管

をまじえて配列するの 潟周:本柔組織は 1 例，あるいはヰt 11'，線に隔てられるが 2~数例の飛1直樹 IJ11消を閤ん

で配列する。その外郭線はi民間状，翼状あるいは数制Il lYèl層の1\1ぃ叩'状をなす。切線状木染組織はおおむね

1 細胞層で短く， 1-/11 現数は少ない。散在状木柔組織は 1 調11)白または)';-干個不規則に集まって 11'，現する。細

胞の直径 20~30μ ， IJ即手 1~1. 5μ，長さ 40~220 1", 

f) 射t:1\帝京

単列または 2~7 (8) 細胞幅の多子1]0 単列射 1 1'，線は 1~17 細胞高。多列身、J'I I'，総は 15~76 細胞ilE，長さ

にして 320~2 ， 060 1"0 呉性。ただし， .Wl列射 1 1'\線のなかには i直立制11胞のみ泊ゐらなるものもある。多列射

11\紋は多くは級以指11胞からなり， I i'i}'r:細胞はほとんど阿端却に限られる いずれの射出*~，も細胞内腔に樹

脂様物質を充満している。

g) 樹IJ旨 ïlYi

単~1(または 2~数個切線方向に近接して配列し周閲を木柔組織によって ltlj まれる。すなわち，単独と短

い円弧状拘|列型をなす。直径 40~70 I"c 

*2 合板製造試験に供した材(林業試験場研究報告 No. 126, p. 125~131; Nov. 1960) 



輸入外材の構造 (No. 3) 

組織研究室(J)

ソンポン材の構造

1.一般

( 1 )名利i

l行場名・ソンポン(Somphong) 

， 't 名 Tetrameles nudiflora R. BR. 

I 2 )概説

ソンポンは Datiscaceae fl に属する大 ("-:J 本で，

校下1:'lj 30 削. i削笠 3m に迷する タイでは全土

の常・ i再出会:林に分布し，者~;lù も比較(i包多L 、樹管i

である

二の樹材l工事手軟で，大変附ドJ しやすく， また乾

燥もやや|利難で青変菌やこん虫にも似されやす

し、 したがって原地では'Iê材製材によって吃燥を

促進して好結果を得ているとし、われてL 、る タイ

では包弘和，犯L木舟，簡よJr家附の f I 切り似などに

利川されている この言己革主の日 l;j伏材ホは I:H己学名

t!i日商 x 50 tlE Fl面 x 50 

本 fì#Ji製造試験に供した材(林業試験場IiW先報告 No. 126. p. 125"'131; Nov. 1960) 
(1 ) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊{申
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2. 木材の構造

(1) 1勾眼的機造

散-fL材。辺心材の区日Ijは不|リj りょう。材は淡黄補色。 11'1，(の広い交鈴木理ハ肌日は事R。材質やや戦軟，気

乾比重 0.400 ときとしてカナスジが存在する。また1可変|剥に侵されやすい。

(2) 顕微鏡的桝造

a) 権成要素の ~lf[J fT 

導管 22.79 5'0，本繊維 53.68'\ん木柔組織 8.69~'; ，身、!川線、 14.84 旬。

b) 君事 管

ほぼ均等に散布 1 mm' におけ』る分1'11数 l土 3~7 lI<'，j 単独または 2， 3 側主として透心}f l旬に接合す

る。単独導管は円形ないし広栴円形で ï直1をは透心ノjl('J で 80~370μ，切線方向で 70~280μ ， 11英厚 1.5~

2μ，泡沫状のタイローズをもっ。導管節の長さ 240~500μ，穿孔村正は水平かわずかに傾斜。単一穿孔ョ

膜壁の紋孔は交 Iï_状配列， IWI 川土，111 レンズ状で長住 5~8μ，初任 1.5~2 んまた，水柔和11胞と接する膜

面には格別大きい q付制しが存千E，開 n はô レンズ状で，長作 10~35μ，短1:fo 3~10μ。

c) 木繊維

材の基礎組織を構成するコfIIt断面における細胞の形状は )L味をおびた多角形で、あるが， 1白:径の鰍端に相

違するものがほぼ・定の1%1係を保って配列する。これは本織品fU内々の細胞形が両端部に近づき急激に納ま

って針状に長く{巾びていることに基悶する。 また， 春材相当部では比較的薄膜で内腔が大きい 各細胞

は，直径 20~40μ， 11英厚 2~4.5μ，長さ 1 ， 320~1 ， 750~2 ， 280μ

d) 木柔組織

ほとんど管周水系組織として介在する。多くは 1~3 調 11胞屑をなしているが， ときどき切総力会|ムjに延び

て不整な限符状配列をなすものもある。横断面における調111胞の形状は， 導告に近接するものはへんぺい

状，切線方向に延びた部分は }j形に近いものが多し、。 ii\(径 25~50μ，膜厚 1~1. 5μ，長さ 50~220μ。

e) 射出線

単列と 2~5 子IJの多列からなるこ単列身、}出線は 1~10 細胞I;"-Jo 多子Ij射 Ifi線は 5~36 制111121 iJî, 長さで

350~1， 1201'-0 呉性。ただし，単列射!士1線には直立制11胞のみからなるものもある。多列，ml\線はほとんど

横臥細胞からなり，両端部においてわずかに直立細胞をもっO


